
写真―１ 計測時の落差工の構造 

施設①改修前直壁落差工(左)と改修後部分魚道(右) 

施設②：改修前直壁落差工(左)と改修後全断面魚道(右)

施設③ 改修前後とも部分魚道 (左・右) 

表―１ 計測時の落差工の構造 

H： 落差工高

L： 魚道延長

B： 魚道幅／水通し幅
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１．はじめに  

 自然環境に対する国民の関心が高まって久しく、特に河川環境や農村環境での構造物設置の際には、景

観や生態系などの環境との調和に配慮することが必要不可欠となっている。この環境との調和であるが、

特に河川では、景観や水質、あるいは、水生生物の生息環境に配慮した事業や研究は多く行われているが、

近隣住民の日常生活といった観点、例えば、騒音等の音環境に関する研究は少ない。  

川の流れによる水の音（以下、流水音と呼ぶ）については、人の心を和ませるイメージが一般的であると

考えられ、堰周辺の水環境の癒し効果に関する研究（菅 2010）がある。その一方で、不愉快になる場合も

あり、砂防構造物（落差工）の音のゆらぎに着目した研究

（久保田 1994、1995,1996）や堰下流の落下水音の騒音対策

に関する研究（関谷 2006、2008）もある。 

本稿では、これら河川横断構造物における緩傾斜落差工

の構造（以下、全断面魚道と呼ぶ）と直壁落差工の一部に

魚道を設置する構造（以下、部分魚道と呼ぶ）に改修され

た異なる２タイプの魚道工の流水音について現地調査を行

ったので、その結果を報告する。 

２．現地調査の概要  

異なる２つの魚道工に改修された全断面魚道と部分魚道

について、改修前後の流水音を比較するため、群馬県内の

利根川水系の落差工 3基を対象（表－１、写真－１）とし、

調査を行った。 

対象とした落差工 3基のうち、１基(以下、施設①と呼ぶ)

は、直壁落差工からその一部に魚道を取り付けた部分魚道

（落差=4.1m,水通幅=16m,魚道幅＝1.4ｍ）に改修した施設

である。もう１基(以下、施設②と呼ぶ)は、直壁落差工か

ら緩傾斜落差工の全断面魚道（落差=2.8m,水通幅・魚道幅

=16m）に改修した施設である。残りの１基（以下、施設③

と呼ぶ）は、施設①と施設②に近い改修済の部分魚道（落

差=4.6m,水通幅=25m,魚道幅＝1ｍ）である。施設①と施設

②の改修前後の流水音の計測環境（周辺樹木や流量等）の

影響を確認するために構造変更の無い施設として選定した。 

改修前後、計測時の床固工上流側水通し部の水深は、何
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れも 10cm 程度で単位幅流量はほぼ同一であった。なお、改修前の施設①と施設②の流水は、何れも魚道工

が設置されていない直壁落差工を流下する水が水褥池の無い水叩きコンクリートに落下する状況であった。 

なお、流水音の計測は、騒音計（RION NL-04）を用い、落差工水叩きコンクリート部より 10ｍ程下流地

点と落差工周辺で行った。騒音計は、読み取りによる計測機器のため、3回の計測データで比較した。 

３．調査結果、および、考察 

 施設①～③の流水音の計測結果を示す

（図－１）。まず、直壁落差工から部分魚

道に改修された施設①の流水音は、平均値

で、79.5db から 79.9db とほぼ同じであっ

た。次に、直壁落差工から全断面魚道に改

修された施設②の流水音は、平均値で、

80.6db から 70.2db と 10db 程減少した。2

施設の計測日時の違いによるデータへの

影響を確認した施設③では、82.9db から

82.0db とほぼ同じであった。なお、全計測

読取り値の範囲は、平均値に対して-0.4～

+1.3db であり、ばらつきは少なかった。 

延べ 6施設での計測結果であるが、直壁落差工、部分魚道の流水音は 80db 程度に対し、全断面魚道のみ

が 70db 程度と小さい値となった。この値は、環境基準としては幹線道路での上限値にあたるが、遮音物(護

岸天端植樹帯：コスモス)背面では 15db 程度小さく抑えられ、距離が遠くなると音も小さくなった（本田

未発表 2011）。 

以上のことから、河川横断構造物の構造タイプを検討することで、音環境に配慮した落差工となること

が示唆された。また、音源と受音位置との間に家屋周辺の垣根や河川管理用の防護フェンスへの植生（例

えばつる類等）を合わせて検討することで河川横断構造物周辺の音環境への配慮も可能になると考える。 

４．まとめ、および、今後の課題 

本稿では、直壁落差工の改修前後の異なる２つの魚道工（全断面魚道と部分魚道）に改修された施設の

音環境について現地調査の計測結果を報告した。その結果、延べ 6 施設における計測環境条件下の限られ

た範囲ではあるが、直壁落差工や部分魚道と比較して、全断面魚道の流水音が小さく、音環境に配慮した

落差工構造であることが示唆された。 

今後、サンプル数を増やして異なる落差工（魚道）構造について計測を行うと共に、人間にとっての癒

し効果や騒音対策の基礎資料となる様、音の質（周波数等）を含めた音環境の把握調査を行う予定である。 
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図―１ 落差工構造別の流水音計測結果 
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